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商品先物取引は、期限・レバレッジのある取引です。取引証拠金の額に比べ約15倍から約40倍という著しく
大きな金額の取引を行うため、日々の値動きにより、短期間の間に大きな利益・大きな損失を被る可能性があ
ります。
詳細につきましては、PremiumClubメニュー左下に掲載されている『取引の重要事項』をご確認ください。

○東京金先限終値　2,916円　（前日比＋9円）
国内金市場は、小動きで終了。
 ポイントは来週の23、24日とＦＯＭＣ（連邦公開市場委員会）が予定されており、
量的緩和政策に対してどのような見解を発表するか注目が集まっている。
前回のＦＯＭＣの議事録では、緩和策拡大について話し合われた経緯が判明し、
金価格が大きく変動した。
また、米財務省が来週総額1040億ドルにのぼる国債の発行予定を先日発表した。
これまで4、5月の総額1010億ドルが最高で、過去最大規模の入札になるようだ。
前回の入札は無難にこなしたが、来週の入札は一定の警戒感がある。
将来のインフレ懸念が来週再燃する可能性も考えられるだろう。
国内金チャートは、Ｂライン手前でサポートが出現し2,900円前後のもみ合いに
なっている。
結論から言えば、ダウントレンドの戻りが目先考えられる。
ここからは、むやみな売りトレードを控えて、押し目買い狙いが有効なトレード。
ただ、買いも支援材料が乏しくファンダメンタルを考えると上値も限られるだろう。
本日発表のＣＦＴＣ建玉明細（ＮＹ金）のファンドポジションに注目。
ロングポジションの約21万枚の変動に注意だ。（19日　16：30　宮永）
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